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地
域
と
会
員
の
架
け
橋
と
し
て
、心
に
響
き

伝
わ
る
広
報
を
。

今
年
も
尾
道
の
魅
力
と
法
人
会
の
今
を
、わ
か

り
や
す
く
発
信
し
て
ま
い
り
ま
す
。

総
務
財
務
委
員
長

三
宅 　

宏

自
身
、6
廻
り
目
の
干
支
を
迎
え
る
今
年
。

T
＆
T
二
人
の
コ
ン
ビ
ネ
ー
シ
ョ
ン
が
世
の
中
を

良
い
方
向
に
導
く
こ
と
を
祈
っ
て
い
ま
す
。

因
島
支
部
支
部
長

兼
田 

敏
郎

支
部
行
事
に
た
く
さ
ん
の
参
加
を
お
願
い

し
ま
す
。

生
口
支
部
支
部
長

中
田 

喜
直

古
希
も
過
ぎ
法
人
会
活
動
も
残
り
少
な
く
な

り
ま
し
た
。
人
生
も
あ
と
少
し
悔
い
の
な
い

よ
う
日
々
を
送
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

青
年
部
会
運
営
専
務

池
田 

憲
泰

青
年
部
で
は
租
税
教
室
、健
康
経
営
、会
員

拡
大
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

女
性
部
会
副
部
会
長

天
高
く
馬
肥
ゆ
る
ほ
ど
、会
社
も
私
も
た
く
ま

し
く
朗
ら
か
な
一
年
に
な
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
。

女
性
部
会
副
部
会
長

大
原 

亮
子

新
年
を
迎
え
今
年
も
良
い
活
動
と
な
り
ま
す
よ
う

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

女
性
部
会
副
部
会
長

矢
野 

三
佐
枝

与
え
ら
れ
た
仕
事
を
自
分
な
り
に一
生
懸
命
、楽
し

み
な
が
ら
皆
様
と
こ
な
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

組
織
委
員
長

松
下 

雅
人

法
人
会
活
動
の
基
本
と
な
る
会
員
数
の
維
持

拡
大
に
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

研
修
委
員
長

山
田 

力
正

今
年
も
楽
し
く
委
員
会
活
動
を
行
い
、事
業
に

合
っ
た
研
修
を
開
催
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

広
報
委
員
長

税
制
委
員
長

亀
田 

茂
登

鍜
治
川 
立
章

税
制
改
正
提
言
事
項
を
地
元
国
会
議
員
並
び
に
、

地
方
自
治
体
に
対
す
る
提
言
活
動
を
引
き
続
き

行
っ
て
参
り
ま
す
。

厚
生
委
員
長

杢
谷 

正
樹

雨
ニ
モ
マ
ケ
ズ
風
邪
ニ
モ
マ
ケ
ズ
丈
夫
ナ
カ
ラ
ダ

ヲ
モ
っ
て
も
成
長
に
は
リ
ス
ク
が
伴
う
。

リ
ス
ク
二
マ
ケ
ヌ
福
利
厚
生
制
度
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

健
康
経
営
委
員
長

前
田 

佳
宏

企
業
の
成
長
、社
会
の
発
展
の
た
め
に
、健
康
で

活
躍
で
き
る
環
境
づ
く
り
が
推
進
で
き
る
よ
う

健
康
経
営
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

世
羅
郡
支
部
支
部
長

坂
上 

栄
樹

尾
道
法
人
会
の
会
員
の
皆
様
に
貢
献
で
き
る

活
動
を
行
っ
て
参
り
ま
す
の
で
今
年
も
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

御
調
支
部
支
部
長

赤
坂 

雅
士

健
康
に
は
十
分
注
意
し
、御
調
支
部
を
継
続

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、今
年
も
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

3

所
長

推
進
員

推
進
員

水
野 

雄
介

大
同
生
命
保
険
㈱ 

福
山
営
業
所

高
田 　

忍

大
同
生
命
保
険
㈱ 

福
山
営
業
所

藤
岡 

範
子

大
同
生
命
保
険
㈱ 

福
山
営
業
所

尾
道
法
人
会
の
皆
さ
ま
に
メ
リ
ッ
ト
を
ご
提
供

し
、経
営
支
援
が
で
き
る
パ
ー
ト
ナ
ー
と
な
れ
る

よ
う
全
力
で
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

時
代
の
変
化
に
よ
る
い
ち
早
い
情
報
提
供
を
通

じ
て
、会
員
様
の
役
に
立
て
る
よ
う
に
、誠
意
を

持
っ
て
頑
張
り
ま
す
。

尾
道
法
人
会
の
会
員
の
皆
様
、本
年
も
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

推
進
員

上
田 

美
智
子

大
同
生
命
保
険
㈱ 

福
山
営
業
所

会
員
皆
様
の
為
、お
役
に
立
て
る
よ
う
一
生
懸
命

頑
張
り
ま
す
。よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

推
進
員

田
中 

由
美
子

大
同
生
命
保
険
㈱ 

福
山
営
業
所

法
人
会
会
員
の
皆
様
の
お
役
に
立
て
る
よ
う
、

全
力
で
頑
張
り
ま
す
。ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

眞
砂 

周
典

Ａ
Ｉ
Ｇ
損
害
保
険
㈱

広
島
支
店
長

尾
道
法
人
会
の
皆
様
、平
素
よ
り
福
利
厚
生
制
度
の

推
進
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

向
島
支
部
支
部
長

村
上 

泰
史

午
年
の
勢
い
に
乗
り
、馬
の
よ
う
に
力
強
く

前
進
し
、地
元
に
愛
さ
れ
る
会
社
と
し
て
価
値

を
高
め
て
い
き
た
い
と
思
う
ま
す
。

　

垣 

洋
美
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文
化
講
演
会

泉 

ピ
ン
子
氏

泉 

ピ
ン
子
氏

俳
優
俳
優

〈
講
師
〉

〈
講
師
〉

　

11
月
10
日（
月
）に「
税
を
考
え
る
週
間
」協
賛
事
業
と

し
て
文
化
講
演
会
を
、泉
ピ
ン
子
氏
を
講
師
に
お
迎
え
し
て

し
ま
な
み
交
流
館
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

泉
ピ
ン
子
氏
は
長
い
芸
能
生
活
で
認
知
度
抜
群
と
い
う

こ
と
で
、早
い
時
間
か
ら
多
く
の
皆
さ
ま
が
列
を
つ
く
り
、

開
場
を
15
分
早
め
て
の
ス
タ
ー
ト
と
な
り
ま
し
た
。

　

講
演
で
は
、今
回
の
講
演
会
に
向
け
て
ピ
ン
子
さ
ん
と
の

調
整
を
し
て
い
た
だ
い
た
、講
談
社
の
女
性
誌「
F
R
a
U

w
e
b
」(

フ
ラ
ウ
ウ
ェ
ブ
）の
編
集
長 

新
町
真
弓
さ
ん
に

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
務
め
て
い
た
だ
き
対
談
形
式
で
行
い

ま
し
た
。

　

事
前
に
打
ち
合
わ
せ
て
い
た
シ
ナ
リ
オ
は
全
く
関
係
な
く
、

ピ
ン
子
さ
ん
の
思
い
つ
く
ま
ま
、芸
能
界
の
裏
話
や
健
康
管

理
・
遺
産
観
、金
銭
ト
ラ
ブ
ル
で
得
た
教
訓
、は
ま
っ
て
い
る

推
し
活（
大
谷
翔
平
選
手
）の
話
題
な
ど
な
ど
、予
定
時
間

を
超
え
て
客
席
に
話
し
か
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
「
旅
行
で
訪
れ
た
モ
ン・サ
ン・ミ
ッ
シ
ェ
ル
は
、遠
く
で
見
る

と
き
れ
い
だ
が
、実
際
に
行
っ
て
み
る
と
ゴ
ミ
だ
ら
け
人
だ

ら
け
で
見
れ
た
も
の
じ
ゃ
な
か
っ
た
。富
士
山
も
私
も
一
緒

で
遠
く
の
方
が
き
れ
い
に
見
え
る
。
皆
さ
ん
と
の
距
離
は

こ
の
く
ら
い
が
丁
度
い
い
。
」と
聴
衆
を
沸
か
せ
ま
し
た
。

講
演
会
終
了
後
に
は
、ピ
ン
子
さ
ん
の
サ
イ
ン
本
を
買
わ
れ

た
皆
さ
ん
と
写
真
撮
影
会
も
行
わ
れ
、笑
顔
の
列
が
で
き

て
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
尾
道
訪
問
で
は
、ピ
ン
子
さ
ん
が
30
年
以
上
前

か
ら
フ
ァ
ン
だ
と
い
う
老
舗
蒲
鉾
店
を
初
め
て
訪
れ
た
り
、

目
に
つ
い
た
グ
ル
メ
や
特
産
品
を
買
い
求
め
た
り
、短
い
滞

在
時
間
の
中
、楽
し
ま
れ
た
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。

　

裏
表
な
く
、誰
に
対
し
て
も
、ぶ
っ
き
ら
ぼ
う
で
飾
ら
な
い

ピ
ン
子
さ
ん
の
魅
力
が
多
く
の
方
に
伝
わ
っ
た
講
演
会
で

し
た
。

「
泉
ピ
ン
子
、ピ
ン
チ
を
チ
ャ
ン
ス
に
転
じ
る
思
考
法
」
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第
41
回
法
人
会
全
国
大
会 

高
知
大
会

第
19
回
法
人
会
全
国
女
性
フ
ォ
ー
ラ
ム 

北
海
道
大
会

青
年
の
集
い 

山
梨
大
会

　

10
月
16
日（
木
）、第
41
回
法
人
会
全
国
大
会（
高
知
大
会
）

が
、高
知
市
の
高
知
県
立
県
民
文
化
ホ
ー
ル
に
て
全
国
各
地

か
ら
約
1
6
0
0
名
の
法
人
会
会
員
参
加
の
も
と
盛
大
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
は
、高
知
県
の
伝
統
芸
能「
よ
さ
こ
い
鳴
子
踊
り
」で

華
や
か
に
幕
を
開
け
、活
気
あ
る
雰
囲
気
の
中
で
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。第
１
部
記
念
講
演
会
で
は
、「
変
化
の
時
代
の
経

営
、危
機
を
チ
ャ
ン
ス
に
」と
題
し
て
、株
式
会
社
都
築
経
営

研
究
所
代
表
取
締
役 

都
築
冨
士
男
氏
が
講
演
さ
れ
、参
加

者
は
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

　

第
２
部
記
念
式
典
は
、「
令
和
８
年
度
税
制
改
正
に
関
す
る

提
言
」や
青
年
部
会
に
よ
る
租
税
教
育
活
動
の
報
告
が
あ
り
、

最
後
に
高
知
大
会
宣
言
の
発
表
が
あ
り
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

去
る
令
和
7
年
11
月
21
日（
金
）、山
梨
県
甲
府
市
の
ア
イ

メ
ッ
セ
山
梨
に
て「
全
国
青
年
の
集
い
山
梨
大
会
」が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。前
日
の
部
会
長
サ
ミ
ッ
ト
を
終
え
た
高
橋

部
会
長
と
合
流
し
、尾
道
法
人
会
青
年
部
メ
ン
バ
ー
5
名
で

記
念
講
演
か
ら
参
加
し
て
参
り
ま
し
た
。

　

講
演
で
は
株
式
会
社
ヴ
ァ
ン
フ
ォ
ー
レ
山
梨
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

代
表
取
締
役
社
長 

佐
久
間
悟
氏
が
登
壇
さ
れ
、「
プ
ロ
ヴ
ィ

ン
チ
ア（
地
方
ク
ラ
ブ
）の
挑
戦
〜
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
の

枠
を
超
え
た
存
在
と
役
割
〜
」と
い
う
演
題
で
地
方
の
活
性

化
等
に
つ
い
て
熱
く
ご
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

大
会
式
典
も
滞
り
無
く
進
行
し
、大
懇
親
会
で
は
山
梨

県
立
笛
吹
高
校
す
い
れ
き
太
鼓
の
皆
様
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
ア

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
元
気
を
い
た
だ
き
、メ
イ
ン
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

で
は
藤
巻
亮
太
氏（
レ
ミ
オ
ロ
メ
ン
の
メ
ン
バ
ー
）が
登
場
さ
れ

ま
し
た
。

　

山
梨
の
食
に
触
れ
な
が
ら
会
員
同
士
、更
な
る
懇
親
を

深
め
る
場
と
な
り
ま
し
た
。大
懇
親
会
終
了
後
は
場
所
を

変
え
、恒
例
と
な
り
ま
し
た
多
治
見
法
人
会
青
年
部
の
皆
様

と
の
交
歓
会
が
開
催
さ
れ
友
情
を
深
め
る
1
日
を
終
え
ま

し
た
。遠
く
山
梨
の
地
に
て
開
催
さ
れ
た
全
国
青
年
の
集
い

で
し
た
が
、多
く
の
学
び
を
得
て
事
故
無
く
尾
道
に
帰
っ
て

来
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

第
19
回
法
人
会
全
国
女
性
フ
ォ
ー
ラ
ム
北
海
道
大
会
が

「
自
然
と
女
性
の
活
力
で 

笑
顔
い
っ
ぱ
い
北
海
道
。〜
明
日

を
つ
な
ご
う
！
未
来
を
つ
な
ご
う
！
〜
」の
テ
ー
マ
の
も
と
、

9
月
18
日（
木
）札
幌
パ
ー
ク
ホ
テ
ル
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

本
会
か
ら
は
髙
垣
副
部
会
長
は
じ
め
4
名
で
参
加
し
て
ま

い
り
ま
し
た
。

　

記
念
講
演
で
は
、㈱
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
オ
フ
ィ
ス
キ
ュ
ー
代
表

取
締
役
の
伊
藤
亜
由
美
氏
に
よ
る「
ス
ト
ー
リ
ー
あ
る
プ
ロ

デ
ュ
ー
ス
〜
北
海
道
に
お
け
る
人
づ
く
り
・モ
ノ
づ
く
り
・
地
域

づ
く
り
〜
」と
題
し
て
、北
海
道
の
地
域
発
展
に
お
け
る
人

材
育
成
や
文
化
創
造
の
重
要
性
に
つ
い
て
、経
験
豊
富
な
視

点
か
ら
お
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。地
域
愛
に
溢
れ
た
熱
い

お
話
で
、北
海
道
を
P
R
す
る
大
き
な
力
と
な
っ
て
い
て
、

ま
ず
は
一
歩
踏
み
出
す
こ
と
の
大
切
さ
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

式
典
で
は
各
地
域
の
活
動
報
告
が
な
さ
れ
、様
々
な
取
り

組
み
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
貴
重
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。
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意見広告

法人会とは
私たち法人会は、中小企業を中心として全国約70万社の会員企業を擁する団体です。41都道県に440の単位法人会が組織され、創設以来70年にわたり、国の根幹ともいえる「税」の分野を中心とした活動を全国的に展開し、申告納税制度の維持・発展に寄与してまいりました。近年は、
我が国の将来を見据えた税の提言や各種研修会の開催、地域社会貢献活動に加え、次代を担う児童への租税教育や税の啓発活動、さらには企業の税務コンプライアンス向上に資する取り組みにも力を注いでいます。また、法人会青年部会を中心に、社会保障給付の抑制と安定的な国の
歳入確保に資するため「財政健全化のための健康経営プロジェクト」を展開し、①「健康経営」を柱にした企業の活力向上がもたらす税収の増加、②適切な医療利用による医療費の適正化に向けたアクションプランに取組んでいます。*健康経営はNPO法人健康経営協会の登録商標です。

意見広告

中小企業を中心として全国約70万社の会員企業で構成される“経営者の団体”「公益財団法人 全国法人会総連合 （略称：全法連）」は、9月26日
開催の理事会において「令和8年度税制改正に関する提言」を決議しました。参院選に向けた物価高対策の公約として、「消費税減税」がクローズ
アップされましたが、社会保障の財源に充てる消費税の減税は、高齢化の進展に伴って社会保障給付に対する財政需要が高まっていく中で、
物価高対策として適切な政策と言えるでしょうか。消費税減税の代わりに給料から天引きされる社会保険料が高くなれば、企業負担だけでなく、
現役世代の負担も重くなります。こうした点からも与野党で税と社会保障を一体的に改革し、国民負担のあり方を改めて考える必要があることを
求めました。また、世界経済に対するトランプ関税の影響は今後、本格化する恐れがあり、日本に与える打撃にも細心の注意が求められます。
こうした中で地域経済と雇用の担い手である中小企業の経営環境も厳しさを増しており、税財政上のきめ細かな支援が不可欠です。

公益財団法人 全国法人会総連合

会長 斎藤  保
株式会社IHI特別顧問

税と社会保障の一体改革を！

（注）当初予算ベース　財務省資料から引用

1990年度と2025年度における国の一般会計歳入・歳出の比較

法人会からの提言
意見広告

提言書の全文は、全法連ホームページに
掲載しておりますので、ご覧ください。

https://www.zenkokuhojinkai.or.jp
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税
制
改
正
に
関
す
る

提
言
の
主
な
実
現
事
項

　

法
人
会
で
は
、公
平
で
健
全
な
税
制
の
実
現
を
目
指
し
て

会
員
企
業
の
意
見
や
要
望
を
反
映
し
な
が
ら
、税
の
あ
る
べ
き

姿
や
将
来
像
を
見
据
え
て
建
設
的
な
提
言
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

法
人
会
の
提
言
活
動
は
、法
人
税
の
引
き
下
げ
な
ど
を

は
じ
め
、同
族
会
社
の
留
保
金
課
税
制
度
の
抜
本
的
見
直
し
、

事
業
承
継
に
関
す
る
税
制
の
創
設
な
ど
、中
小
企
業
の
活
性

化
に
資
す
る
税
制
の
構
築
に
寄
与
し
て
い
ま
す
。

　

令
和
７
年
度
税
制
改
正
で
は
、物
価
上
昇
局
面
に
お
け
る

税
負
担
の
調
整
及
び
就
業
調
整
対
策
の
観
点
か
ら
、所
得
税

の
基
礎
控
除
の
控
除
額
及
び
給
与
所
得
控
除
の
最
低
保
障
額

の
引
上
げ
並
び
に
大
学
生
年
代
の
子
等
に
係
る
新
た
な
控
除

が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。老
後
に
向
け
た
資
産
形
成
を
促
進
す

る
観
点
か
ら
、確
定
拠
出
年
金（
企
業
型
D
C
及
び
i
D
e

C
o
）の
拠
出
限
度
額
等
が
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。　

　

成
長
意
欲
の
高
い
中
小
企
業
の
設
備
投
資
を
促
進
し
地
域

経
済
に
好
循
環
を
生
み
出
す
た
め
に
、中
小
企
業
経
営
強
化

税
制
が
拡
充
さ
れ
ま
し
た
。国
際
環
境
の
変
化
等
に
対
応
す

る
た
め
、防
衛
力
強
化
に
係
る
財
源
確
保
の
た
め
の
税
制
措
置
、

グ
ロ
ー
バ
ル
・
ミ
ニ

マ
ム
課
税
の
法
制
化
、

外
国
人
旅
行
者
向
け

免
税
制
度
の
見
直
し

等
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

本
年
度
も
、地
元

選
出
国
会
議
員
や

地
方
自
治
体
の
首

長
に
対
し
て
提
言

活
動
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　

10
月
29
日（
水
）ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア
広
島
に
お
い
て
令
和

７
年
度
広
島
国
税
局
長
納
税
表
彰
式
が
あ
り
、当
会
よ
り

阿
形
淳
一
氏（
本
会
理
事
）が
、多
年
に
わ
た
り
申
告
納
税
制

度
の
普
及
発
展
及
び
税
知
識
の
普
及
に
努
め
、納
税
道
義
の

高
揚
に
努
め
た
功
績
に
対
し
広
島
国
税
局
長
納
税
表
彰
が

送
ら
れ
ま
し
た
。

　

誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

尾道税務署長表彰尾道税務署長感謝状

高橋 武也
（公社）尾道法人会  常任理事
　　　 ㈲タカハシ自動車サービス藤原 唯恭

（公社）尾道法人会  理事
　　　　　　　　   藤原茶舗㈲

令
和
7
年
１１
月
7
日（
金
）・
尾
道
税
務
署
会
議
室

納
税
表
彰
式

局
長
表
彰

　

長
年
に
わ
た
り
、納
税
道
義
の
高
揚
と
正
し
い
税
知
識
の

普
及
発
展
に
貢
献
さ
れ
た
皆
さ
ま
に
尾
道
税
務
署
磯
部

修
一
署
長
よ
り
表
彰
状
、感
謝
状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、県
市
の
税
務
関
係
者
、尾
道
税
務
署
管
内
の
税

務
関
係
団
体
の
会
長
も
来
賓
と
し
て
ご
臨
席
さ
れ
、厳
か
に

納
税
表
彰
式
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

尾
道
法
人
会
関
係
の
受
賞
者
の
皆
さ
ま
は
次
の
方
々
で
す
。

　

誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
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税の

コーナ
ー
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賞

第17回 税に関する絵はがきコンクール第17回 税に関する絵はがきコンクール
審査結果審査結果

学校名 氏   名

尾道市立日比崎小学校 北村 晴香

尾道市立栗原北小学校 塩田 咲来

世羅町立せらひがし小学校 久保 英祐

尾道市立瀬戸田小学校 渡邉 和花

尾道市立日比崎小学校 重安 沙奏

尾道市立因北小学校 岡田 彩葉

世羅町立世羅小学校 田口 心愛

金　賞

銀　賞

銅　賞

尾道市立栗原北小学校 池田 晴紀尾道地区租税教育推進協議会
代表幹事賞

入　選

入　選

入　選

入　選

入　選

入　選

入　選

入　選

入　選

入　選

入　選

尾道税務署 署長賞

尾道法人会  会長賞

尾道法人会 女性部会長賞

尾道法人会 青年部会長賞

尾道市立栗原北小学校 間江 陸斗

尾道市立栗原北小学校 行廣 光夏

尾道市立三成小学校 佐藤 美波

尾道市立浦崎小学校 岡本 愛未

尾道市立高見小学校 藤原 那奈

尾道市立高見小学校 安保 遥仁

尾道市立向東小学校 小嶋 湊人

尾道市立向東小学校 西迫　 薫

尾道市立瀬戸田小学校 植田 零唯

世羅町立世羅小学校 黒田 紗和

世羅町立せらにし小学校 年宗 遥斗

尾道市立三成小学校

尾道市立浦崎小学校

尾道市立栗原北小学校

尾道市立高見小学校

尾道市立三幸小学校

学校名賞

〈6年生全体の取り組み〉
学校賞

尾道市立因北小学校

世羅町立せらひがし小学校

世羅町立せらにし小学校

　
11
月
15
日（
土
）B
A
N
K（
旧
三
井
住

友
銀
行
尾
道
支
店
）に
お
い
て
、税
に
関
す
る

絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
式
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。本
年
度
は
初
め
て
の
試
み
と
し
て
、

尾
道
地
区
租
税
教
育
推
進
協
議
会（
以
下
、

協
議
会
）の
主
催
で
、租
税
教
育
作
品
の「
作

文
」「
書
写
」「
標
語
」の
入
賞
者
の
表
彰
と

合
同
で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。、

　
各
事
業
を
開
催
し
て
い
る
、尾
道
納
税
貯

蓄
組
合
・
尾
道
間
税
会
の
役
員
や
税
務
関
係

の
ご
来
賓
も
参
列
し
て
、例
年
に
な
く
賑
や

か
な
式
と
な
り
ま
し
た
。

　
当
日
は
、協
議
会
の
代
表
幹
事
で
あ
る
尾

道
市
宮
本
教
育
長
の
挨
拶
が
あ
り
、各
事
業

で
優
れ
た
成
績
を
収
め
た
児
童
、生
徒
に
賞

状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
磯
部
尾
道
税
務
署
長
か
ら
は「
素
晴
ら
し

い
作
品
ば
か
り
で
感
心
し
ま
し
た
。税
の
こ
と

を
た
く
さ
ん
学
ば
れ
て
大
切
さ
を
理
解
し
て

下
さ
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。皆
さ
ん
も
後

数
年
で
18
歳
に
な
り
選
挙
で
投
票
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。こ
れ
か
ら
は
、税
の
使
い

道
に
つ
い
て
も
学
ん
で
い
っ
て
く
だ
さ
い
」と

参
加
者
に
話
さ
れ
ま
し
た
。

　
受
賞
作
品
は
会
場
に
展
示
さ
れ
来
場
さ
れ

た
多
く
の
皆
さ
ん
も
感
心
し
て
ご
覧
に
な
っ

て
い
ま
し
た
。

第
17
回 

税
に
関
す
る
絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル

表
彰
式
・
入
賞
作
品
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尾道市立日比崎小学校 北村 晴香
【金 賞】

世羅町立せらひがし小学校 久保 英祐
【銅 賞】

尾道市立栗原北小学校 塩田 咲来
【銀 賞】

尾道市立日比崎小学校 重安 沙奏
【尾道法人会 会長賞】

尾道市立因北小学校 岡田 彩葉
【尾道法人会 女性部会長賞】

世羅町立世羅小学校 田口 心愛
【尾道法人会 青年部会長賞】

尾道市立栗原北小学校 池田 晴紀
【尾道地区租税教育推進協議会 代表幹事賞】

尾道市立瀬戸田小学校 渡邉 和花
【尾道税務署 署長賞】

　
こ
ん
に
ち
は
。今
年
も
審
査
員
を
つ
と
め
ま
し
た
、尾
道

市
立
大
学・教
員
の
西
村
有
未
と
申
し
ま
す
。私
は
絵
を

専
門
に
し
て
い
て
、大
学
で
日
々
学
生
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に

研
究
を
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
に
は
、毎
年
、工
夫
と
力
の
宿
っ
た
す
て

き
な
作
品
が
た
く
さ
ん
集
ま
り
ま
す
。小
学
生
の
み
な

さ
ん
に
と
っ
て「
税
」と
い
う
言
葉
は
、ま
だ
よ
く
わ
か
ら

な
い
こ
と
も
多
い
と
思
い
ま
す
。け
れ
ど
も
、税
務
署
の
方

の
お
話
を
よ
く
聞
き
、自
分
の
考
え
を
が
ん
ば
っ
て
ま
と
め

て
表
現
し
て
い
る
こ
と
が
、し
っ
か
り
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　
指
定
の
用
紙
は
つ
る
つ
る
し
て
い
る
の
で
、強
い
線
や
は
っ

き
り
し
た
色
に
よ
る
表
現
が
向
い
て
い
ま
す
。そ
ん
な
中

で
も
、や
わ
ら
か
い
色
づ
か
い
や
せ
ん
さ
い
な
線
で
描
く

な
ど
、「
強
さ
」と
は
ち
が
っ
た
魅
力
で
光
っ
て
い
る
作
品
も

あ
り
ま
し
た
。そ
う
し
た
良
さ
も
、ち
ゃ
ん
と
私
に
届
い

て
い
ま
す
。絵
の
表
現
に
は
色
々
な
方
法
が
あ
り
、そ
の

良
さ
が
光
る
場
面
も
ま
た
そ
れ
ぞ
れ
に
あ
る
か
ら
で
す
。

　
来
年
も
、み
な
さ
ん
の
作
品
を
見
る
の
を
楽
し
み
に

し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
尾
道
市
立
大
学
　
油
画
コ
ー
ス
　
西
村
有
未
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支
部
税
務
研
修
会

支
部
税
務
研
修
会

支
部
だ
よ
り

支
部
だ
よ
り

女
性
部
会 

視
察
研
修

女
性
部
会 

視
察
研
修

●
10
月
29
日（
水
）【
生
口
支
部
】

　

 　

 　

   

尾
道
し
ま
な
み
商
工
会
３
階
会
議
室

●
10
月
30
日（
木
）【
御
調
支
部
】

　

 　

 　

  

尾
道
ふ
れ
あ
い
の
里
３
階
研
修
室

●
11
月
17
日（
月
）【
向
島
支
部
】

　

 　

 　

  

尾
道
し
ま
な
み
商
工
会
瀬
戸
田
支
所
２
階
会
議
室

宮島と下瀬美術館へ行ってきました。

【開催日】

御調支部

磯部修一署長

向島支部

生口支部

中支部
岡山県真庭市の木山寺へ行ってきました。

因島支部 11月15日（土） 10月28日（火）

　
１０
月
２4
日（
金
）に
、山
県
郡
北
広
島
町
の
イ
タ
リ
ア
ン

精
進
料
理 

浄
謙
寺
へ
女
性
部
会
１３
名
で
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
本
堂
で
ご
住
職
さ
ま
か
ら
ご
法
話
を
い
た
だ
い
た
後
、

北
広
島
町
で
採
れ
た
お
野
菜
を
イ
タ
リ
ア
ン
テ
イ
ス
ト
に

調
理
さ
れ
た
精
進
料
理
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
盛
り
付
け
も
味
付
け
も
と
て
も
素
晴
ら
し
く
随
所
に

お
も
て
な
し
の
心
が
行
き
届
い
て
い
て
、と
て
も
有
意
義
な

ひ
と
と
き
を
過
ご
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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編
集
後
記

新年研修会

2月

3月

行　　事　　名 場　所

2 月 尾道国際ホテル

17 火 ホテルグランヴィア広島県法連 第2回 広報委員会

19 木 グランドプリンスホテル広島県法連 第２回 研修委員会

5 木
ANAクラウンプラザホテル広島青連協 理事会

10 火

ANAクラウンプラザホテル広島青連協 広島県青年の集い

ホテルグランヴィア広島県法連 第３回健康経営委員会

25 水

27 金

ANAクラウンプラザホテル広島県法連 第2回 厚生委員会

ANAクラウンプラザホテル広島県法連 第2回 組織委員会

　

2
0
2
5
年
を
振
り
返
っ
て
み
る
と
明
る
い
ニュ
ー
ス
は
少
な
か
っ
た
よ
う

に
感
じ
る
。聞
く
に
つ
け
見
る
に
つ
け
ど
ん
よ
り
す
る
よ
う
な
こ
と
が
多
か

っ
た
1
年
だ
っ
た
よ
う
な
気
が
す
る
。

　

そ
ん
な
中
、大
谷
翔
平
の
活
躍
は
目
を
見
張
る
も
の
が
あ
っ
た
と
思
う
。

あ
の
、漫
画
や
ア
ニ
メ
か
ら
飛
び
出
し
て
き
た
よ
う
な
活
躍
ぶ
り
に
胸
を
躍

ら
せ
た
人
も
多
い
こ
と
か
と
思
う
。

　

野
球
に
興
味
関
心
の
な
か
っ
た
私
の
家
族
も
、時
に
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
、

時
に
帰
宅
後
に
、今
日
の
大
谷
翔
平
の
活
躍
を
身
振
り
手
振
り
を
交
え
て

教
え
て
く
れ
る
。

　

い
つ
の
ま
に
か
ド
ジ
ャ
ー
ス
の
ス
タ
メ
ン
の
名
前
を
そ
ら
で
言
え
る
ほ
ど
に

詳
し
く
な
っ
た
。

　

考
え
て
み
る
と
こ
れ
は
す
ご
い
こ
と
だ
と
思
う
。野
球
に
興
味
が
無
か
っ
た

人
間
が
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
野
球
観
戦
を
し
、と
も
す
る
と
グ
ッ
ズ
が
欲
し
い

と
ま
で
言
っ
て
い
る
。一
時
期
人
気
が
低
迷
し
て
い
た
野
球
に
再
び
光
を
与
え

た
よ
う
に
思
え
る
。

　

野
球
に
限
っ
た
話
で
は
な
い
が
、子
ど
も
た
ち
に
夢
を
与
え
る
職
業
の
力

は
素
晴
ら
し
い
。

　

私
も
50
歳
を
迎
え
、少
し
ば
か
り
次
の
世
代
の
事
を
考
え
る
よ
う
に
な
っ

て
来
た
。

　

ほ
ん
の
少
し
で
も
子
ど
も
た
ち
に
夢
を
与
え
ら
れ
る
よ
う
な
職
業
、夢
を

与
え
ら
れ
る
よ
う
な
尾
道
、そ
の
一
助
に
な
れ
る
よ
う
に
生
き
て
い
き
た
い
と

思
い
、そ
れ
を
2
0
2
6
年
の
抱
負
に
し
よ
う
と
考
え
た
。

　

2
0
2
6
年
も
皆
様
に
と
っ
て
良
き
1
年
に
な
り
ま
す
よ
う
に
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
M
・
M
）

会員の皆さま ぜひお知り合いをご紹介ください。
お問い合わせ、お申し込みは事務局まで。

会員募集中 !

公益社団法人 尾道法人会 事務局
〒722-0035 尾道市土堂2丁目10-3 尾道商工会議所ビル3階
TEL.（0848）24-5100  FAX.（0848）24-5101

※令和7年11月27日時点の予定につき、日程等変更になる場合がございます。




